
(57)【要約】
本発明は、食物繊維を含む活性物質の粒子の調製方法であって、前記活性物質と、１５乃
至３５％の１－６グルコシド結合、２０％未満の還元糖含量、５未満の多分子粒子指数、
及び 4500g/mol以下の数平均分子量 Mnを有する分枝状マルトデキストリンとの混合物を粒
状化することを含み、前記分枝状マルトデキストリン含量が、粒状化しようとする混合物
の３乃至１３重量％である調製方法に関する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 食 物 繊 維 を 含 む 活 性 物 質 の 粒 子 の 調 製 方 法 で あ っ て 、 前 記 活 性 物 質 と 、 １ ５ 乃 至 ３ ５ ％
の １ － ６ グ ル コ シ ド 結 合 、 ２ ０ ％ 未 満 の 還 元 糖 含 量 、 ５ 未 満 の 多 分 子 粒 子 指 数 、 及 び 4500
g/mol以 下 の 数 平 均 分 子 量 Mnを 有 す る 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン と の 混 合 物 を 粒 状 化 す る
こ と を 含 み 、 前 記 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン 含 量 が 、 粒 状 化 し よ う と す る 混 合 物 の ３ 乃 至
１ ３ 重 量 ％ で あ る 調 製 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 活 性 物 質 が 、 デ ン プ ン 及 び デ ン プ ン 誘 導 体 か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 デ ン プ ン 誘 導 体 が 、 デ キ ス ト リ ン 、 難 消 化 デ キ ス ト リ ン 、 マ ル ト デ キ ス ト リ ン 、 及
び 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン か ら 選 択 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 デ ン プ ン 誘 導 体 が 、 水 添 デ ン プ ン 加 水 分 解 物 ま た は 水 添 デ ン プ ン 加 水 分 解 物 の 転 化
生 成 物 、 と り わ け ポ リ オ ー ル 、 特 に ソ ル ビ ト ー ル 、 マ ン ニ ト ー ル 、 キ シ リ ト ー ル 、 及 び マ
ル チ ト ー ル か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る ポ リ オ ー ル で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 活 性 物 質 が 、 糖 、 強 力 甘 味 料 、 酵 素 、 ビ タ ミ ン 、 及 び 薬 理 有 効 成 分 か ら な る 群 か ら
選 択 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ・ 粉 末 活 性 物 質 と 粉 末 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン と の 混 合 物 を 、 前 記 分 枝 状 マ ル ト デ キ
ス ト リ ン 含 量 が 、 前 記 混 合 物 の 全 固 体 含 量 に 対 す る 乾 燥 重 量 に し て ３ 乃 至 １ ３ ％ 、 好 ま し
く は 約 ５ ％ と な る よ う に 調 製 す る 工 程 、
・ 得 ら れ る 混 合 物 に 対 し て ５ 乃 至 ２ ０ 重 量 ％ の 割 合 で 、 好 ま し く は １ ０ 重 量 ％ の 割 合 で 水
を 導 入 し 、 湿 っ た 粉 末 の 均 一 な 混 合 物 を 得 る 工 程 、
・ 得 ら れ る 湿 っ た 粉 末 の 均 一 な 混 合 物 を 、 サ イ ジ ン グ ス ク リ ー ン を 備 え た ミ キ サ ー － グ ラ
ニ ュ レ ー タ 中 で 機 械 的 に 撹 拌 す る 工 程 、
・ 粒 子 が 前 記 ス ク リ ー ン か ら 排 出 さ れ た と こ ろ で こ れ ら を 回 収 し 、 且 つ 乾 燥 さ せ る 工 程 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ・ 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン の 溶 液 を 、 １ ０ 乃 至 ５ ０ ％ の 固 体 含 量 で 、 好 ま し く は 約 ２
５ ％ の 固 体 含 量 で 調 製 す る 工 程 、
・ 得 ら れ る 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン の 溶 液 を 、 ド ラ イ ヤ ー － グ ラ ニ ュ レ ー タ － 中 で 活 性
物 質 の 粉 末 に ス プ レ ー す る 工 程 （ 前 記 マ ル ト デ キ ス ト リ ン 含 量 は 前 記 混 合 物 の 全 固 体 含 量
に 対 す る 乾 燥 重 量 に し て ３ 乃 至 １ ３ ％ 、 好 ま し く は 約 ５ ％ で あ る ） 、
・ 得 ら れ る 粒 子 を 回 収 し 、 且 つ 乾 燥 さ せ る 工 程 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 １ ５ 乃 至 ３ ５ ％ の １ － ６ グ ル コ シ ド 結 合 、 ２ ０ ％ 未 満 の 還 元 糖 含 量 、 ５ 未 満 の 多 分 子 粒
子 指 数 、 及 び 4500g/mol以 下 の 数 平 均 分 子 量 Mnを 有 す る 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン が 、 活
性 物 質 の 粒 状 化 バ イ ン ダ ー と し て 使 用 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 乃 至 ７ の い ず れ
か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 １ ５ 乃 至 ３ ５ ％ の １ － ６ グ ル コ シ ド 結 合 、 ２ ０ ％ 未 満 の 還 元 糖 含 量 、 ５ 未 満 の 多 分 子 粒
子 指 数 、 及 び 4500g/mol以 下 の 数 平 均 分 子 量 Mnを 有 す る 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン の 、 活
性 物 質 の た め の 粒 状 化 バ イ ン ダ ー と し て の 使 用 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 食 物 繊 維 を 含 む 活 性 物 質 の 粒 子 の 調 製 方 法 に 関 す る 。  
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 よ り 詳 細 に は 、 本 発 明 は 、 食 物 繊 維 を 含 む 活 性 物 質 の 粒 子 の 調 製 方 法 で あ っ て 、 前 記 活
性 物 質 と 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン と の 混 合 物 を 粒 状 化 す る こ と を 含 み 、 前 記 の 分 枝 状 マ
ル ト デ キ ス ト リ ン 含 量 が 粒 状 化 し よ う と す る 混 合 物 の ３ 乃 至 １ ３ 重 量 ％ で あ る 調 製 方 法 に
関 す る 。 こ れ は ま た 、 活 性 物 質 粒 状 化 バ イ ン ダ ー と し て の こ れ ら 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ
ン の 使 用 に も 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 の 範 疇 で は 、 「 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン 」 な る 語 は 、 本 出 願 人 が 権 利 者 で あ る
、 特 許 出 願 Ｅ Ｐ １ ０ ０ ６ １ ２ ８ に 開 示 さ れ る マ ル ト デ キ ス ト リ ン を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ ら 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン は 、 １ ５ 乃 至 ３ ５ ％ の １ － ６ グ ル コ シ ド 結 合 、 ２ ０ ％
未 満 の 還 元 糖 含 量 、 ５ 未 満 の 多 分 子 性 指 数 、 及 び ４ ５ ０ ０ g/mol以 下 の 数 平 均 分 子 量 Ｍ ｎ
を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 さ ら に 、 こ こ で 使 用 さ れ る 「 活 性 物 質 」 な る 語 は 、 食 品 及 び ／ ま た は 製 薬 品 と し て の 利
点 を 有 す る 化 合 物 、 例 え ば デ ン プ ン ま た は デ ン プ ン 誘 導 体 タ イ プ の 化 合 物 （ 例 え ば デ ン プ
ン の 酸 も し く は 酵 素 加 水 分 解 に よ っ て 生 じ る 化 合 物 、 ま た は 前 記 デ ン プ ン 加 水 分 解 物 の 水
添 に よ り 生 成 す る 化 合 物 ） 、 ま た は 糖 、 の み な ら ず 強 力 甘 味 料 タ イ プ の 化 合 物 、 酵 素 、 ビ
タ ミ ン 、 ま た は 薬 理 有 効 成 分 の 単 独 ま た は 組 合 せ を 意 味 し 、 こ れ ら は 粒 状 化 に ほ と ん ど も
し く は 全 く 適 応 し て い な い 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
タ ン パ ク 質 、 特 に 大 豆 タ ン パ ク 質 な ど の 物 質 は 、 こ れ ら の 粒 状 化 の た め に 従 来 利 用 さ れ る
、 天 然 の 凝 固 特 性 を 示 す こ と か ら 、 こ こ で は こ れ ら が 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 食 品 産 業 に お い て は 、 こ れ ら の 活 性 物 質 は 、 特 に デ キ ス ト リ ン 、 マ ル ト デ キ ス ト リ ン 、
ポ リ デ キ ス ト リ ン 、 ま た は フ ラ ク ト オ リ ゴ 糖 タ イ プ の 多 糖 類 ま た は オ リ ゴ 糖 類 、 の み な ら
ず ポ リ オ ー ル 、 例 え ば ソ ル ビ ト ー ル 、 キ シ リ ト ー ル 、 マ ン ニ ト ー ル 、 ラ ク チ ト ー ル 、 マ ル
チ ト ー ル 、 エ リ ス リ ト ー ル 、 及 び イ ソ マ ル ト で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ れ ら の 活 性 物 質 を 、 そ の ま ま 使 用 す る こ と 、 並 び に 化 学 合 成 に よ っ て 調 製 さ れ 、 サ ッ
カ リ ン 、 ア ス パ ル テ ー ム 、 ア セ ス ル フ ァ ム Ｋ 、 シ ク ラ メ ー ト 、 ス テ ビ オ シ ド 、 ス ク ラ ロ ー
ス 、 ネ オ テ イ ム 、 ま た は ア リ テ イ ム タ イ プ の 強 力 甘 味 料 等 の 別 の 活 性 物 質 の た め の フ ィ ラ
ー と し て 使 用 す る こ と は 、 既 に 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 製 薬 産 業 に お い て は 、 こ れ ら の フ ィ ラ ー を 、 例 え ば 薬 理 活 性 物 質 、 例 え ば 解 熱 鎮 痛 薬 、
特 に ア ス ピ リ ン 及 び そ の 誘 導 体 、 パ ラ ア ミ ノ フ ェ ノ ー ル 誘 導 体 （ 例 え ば パ ラ セ タ モ ー ル ）
ま た は ピ ラ ゾ ロ ン 誘 導 体 と 組 み 合 わ せ て 使 用 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 粒 状 化 操 作 は 、 粉 末 形 態 の こ れ ら 活 性 物 質 ま た は こ れ ら 活 性 物 質 混 合 物 を 最 大 限 に 活 用
す る た め に 、 し ば し ば 用 い ら れ る 。 な ぜ な ら 、 技 術 的 及 び 経 済 的 な 目 的 の た め に 、 こ れ ら
の 粒 径 を 増 大 さ せ る こ と が し ば し ば 望 ま し い た め で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 新 た な 処 方 の た め の 二 つ の 主 た る 理 由 は 、
・ ま ず 、 本 質 的 に 商 業 的 理 由 （ 粒 子 が よ り 優 れ た 外 観 を 呈 し 、 且 つ 使 用 者 に と っ て 扱 い が
よ り 容 易 で あ る ） 、
・ 次 に 、 厳 密 に 技 術 的 理 由 （ よ り 容 易 に 運 搬 さ れ 、 よ り よ く フ ロ ー し 、 塵 を 生 成 さ せ ず 、
他 の 物 質 と の 混 合 物 に お い て よ り 均 一 で あ る こ と な ど か ら 、 粒 子 は よ り 容 易 に 合 理 的 な 製
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造 工 程 に 取 り 込 ま れ る ） 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し か し な が ら 、 活 性 物 質 ま た は 活 性 物 質 混 合 物 の 直 接 錠 剤 化 が 試 み ら れ る こ と は 、 と り
わ け こ れ ら が 非 常 に 低 用 量 で 有 効 で あ る 場 合 に は 希 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 し た が っ て 、 こ れ ら の 化 合 物 を 、 最 終 的 な 錠 剤 に 機 械 的 及 び 機 能 的 品 質 を 持 た せ る た め
に 、 例 え ば ア ジ ュ バ ン ト （ 粒 状 化 バ イ ン ダ ー と も 呼 称 ） 等 の 賦 形 剤 と 共 に 処 方 す る こ と が
必 要 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 粒 子 を 得 る た め に は 、 通 常 ２ つ の 技 術 、 湿 式 粒 状 化 技 術 及 び 乾 式 粒 状 化 技 術 が 使 用 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 湿 式 粒 状 化 技 術 の 場 合 に は 、 製 品 は 粒 状 化 さ れ る が 、 こ れ は 原 材 料 製 造 方 法 の た め に 自
然 に 湿 っ て い る か 、 ま た は 溶 媒 で 人 工 的 に 湿 っ て い る か の い ず れ か で あ り 、 粒 状 化 の 際 に
は ペ ー ス ト 状 形 態 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 湿 式 粒 状 化 の た め に は 従 来 2つ の 方 法 、 機 械 的 方 法 及 び 物 理 的 方 法 が 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 粉 砕 、 回 転 粒 状 化 、 ま た は 押 し 出 し 方 法 か ら な る 機 械 的 方 法 は 、 当 業 者 に は 周 知 で あ る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 し か し な が ら 、 製 品 を そ れ 自 体 で ま た は 開 始 剤 を 用 い て 粒 状 化 す る こ と に よ る 、 よ り 自
然 （ 且 つ よ り 穏 や か な ） 製 品 粒 状 化 技 術 を 用 い る 物 理 的 粒 状 化 方 法 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 粒 状 化 ジ ェ ネ レ ー タ 自 体 は 、 遠 心 力 、 求 心 力 、 ま た は 万 有 引 力 で あ り 、 従 来 は 水 か ら 、
粒 状 化 し よ う と す る 製 品 の 溶 液 か ら 、 ア ル コ ー ル か ら 、 ま た は 光 沢 剤 か ら な る 粒 状 化 バ イ
ン ダ ー と 組 み 合 わ せ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 し た が っ て 、 粒 状 化 し よ う と す る 製 品 は 、 タ ン ク の 中 で 、 例 え ば 高 圧 気 流 （ pulsed air
flow） を 用 い て 、 ま た は （ 得 よ う と す る 製 品 及 び 効 果 に よ っ て 、 ） 球 形 デ ィ ス ク 上 で 、 ま
た は ブ レ ー ド ロ ー タ ー を 用 い て 動 か さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ れ は 、 密 集 化 を 確 実 に す る た め に ,
液 体 形 態 の 粒 状 化 バ イ ン ダ ー の ス プ レ ー を 継 続 し て 浴 び る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ う し て 、 こ の 方 法 に よ れ ば 、 粒 状 化 し よ う と す る 製 品 と 粒 状 化 バ イ ン ダ ー と の 間 の 直
接 接 触 に よ っ て 、 均 一 な 混 合 物 を 調 製 す る こ と が 可 能 に な る 。 そ し て 、 前 記 2つ の 成 分 の
密 接 な 混 合 が 促 進 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ の 後 、 水 平 回 転 ナ イ フ は 大 き な 塊 を 破 壊 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ れ は 当 業 者 に 最 も 好 ま れ る 方 法 で あ る が 、 こ の 方 法 に お い て は 、 粒 状 化 バ イ ン ダ ー が
適 切 な 粘 度 、 す な わ ち 、
・ 注 入 ノ ズ ル の 出 口 で 凝 固 す る 問 題 を 避 け て 、 粒 状 化 バ イ ン ダ ー を 含 む 溶 液 が 容 易 に ポ ン
プ 押 し 出 し さ れ 、 細 か い 液 滴 の 生 成 を 促 進 し 、 且 つ 粒 状 化 タ ン ク の 中 で そ の 均 一 な 分 配 を
提 供 す る た め に 十 分 な 低 粘 度 、
・ 前 記 化 合 物 が 粒 状 化 バ イ ン ダ ー と し て の 役 割 を 果 た す の に 十 分 な 高 粘 度 、
を 有 す る こ と が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 乾 式 粒 状 化 技 術 は 、 粒 状 化 し よ う と す る 粉 末 の 「 コ ン パ ク ト 化 」 と 呼 称 さ れ る 操 作 か ら
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な り 、 然 る に こ う し た 操 作 は 単 純 な タ ー ビ ン 中 、 ま た は 圧 縮 機 中 、 ま た は 真 空 下 の 反 応 器
中 に お い て 実 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 「 焼 成 」 タ イ プ の 方 法 が 利 用 さ れ る と 、 こ れ に よ り 接 触 す る 粒 子 の 表 面 的 な 統 合 が も た
ら さ れ 、 よ っ て 凝 集 に よ り 粒 子 が 生 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 サ イ ズ の 異 な る 2つ の 異 な る 粒 子 を 、 一 般 的 に 1乃 至 10の 比 率 で 単 に 機 械 的 に 混 合 す る こ
と で あ る 、 「 ハ イ ブ リ ダ イ ゼ ー シ ョ ン に よ る 凝 集 化 」 と 呼 称 さ れ る 技 術 も ま た 使 用 さ れ 、
小 さ な 粒 子 が 不 連 続 に 大 き な 粒 子 の 表 面 に 埋 め 込 ま れ る か 、 球 全 体 を 取 り 囲 む 連 続 フ ィ ル
ム を 構 成 す る よ う に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 技 術 は 、 熱 感 受 性 活 性 成 分 の 粒 子 を 調 製 せ ね ば な ら な い 場 合 に 好 ま し い が 、 な ぜ な
ら 、 こ の 方 法 が 、 最 小 限 の 熱 を 発 生 す る の み で あ る と 同 時 に 、 粒 子 の 優 れ た 合 着 の 提 供 を
可 能 に す る 機 械 化 学 反 応 を 促 進 す る こ と が 既 知 で あ る た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 粒 状 化 バ イ ン ダ ー は 、 そ の 最 初 の 粒 子 径 に よ っ て 、 従 来 い っ そ う 微 細 な 粒 径 を 有 す る 活
性 物 質 を 結 合 さ せ る こ と の で き る 大 型 粒 子 の 役 割 を 担 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 粒 状 化 し よ う と す る 物 質 と 粒 状 化 バ イ ン ダ ー と の 粒 子 間 の 直 接 結 合 が 、 こ う し て 促 進 さ
れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 乾 式 粒 状 化 技 術 の 欠 点 は 、 後 に 続 く サ イ ジ ン グ 工 程 が か な り の 粉 鉱 の 生 成 を も た ら す こ
と で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 湿 式 粒 状 化 技 術 は 、 粉 鉱 を 生 成 さ せ ず 、 例 え ば 生 成 さ せ て も よ り 少 な い 割 合 で あ る と い
う 利 点 を 有 す る 。
　 し か し な が ら 、 ど の ア プ ロ ー チ を 用 い る か と い う 選 択 は 、 粒 状 化 し よ う と す る 活 性 物 質
の 性 質 、 と り わ け 粒 状 化 操 作 の 間 の そ の 振 る 舞 い に 本 質 的 に 依 存 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 粒 状 化 ア プ ロ ー チ 及 び 前 記 活 性 物 質 の 粒 状 化 の た め の 粒 状 化 バ イ ン ダ ー の 定 義 に
よ り 、 得 ら れ る 粒 子 の 物 理 的 及 び 機 械 的 品 質 、 す な わ ち そ の 平 均 直 径 、 そ の 密 度 、 そ の フ
ロ ー 性 能 、 そ の 残 留 水 顔 料 、 及 び そ の 脆 性 を 適 合 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 初 期 研 究 は 、 活 性 物 質 の 中 に は そ れ 自 体 が 有 し て い る か も し れ ず 、 然 る に 粒 状 化 し よ う
と す る 前 記 活 性 物 質 の 品 質 を 変 化 さ せ う る 外 的 粒 状 化 バ イ ン ダ ー の 添 加 を 必 要 と し な い 、
粒 状 化 バ イ ン ダ ー 品 質 に 関 心 を 寄 せ て い た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 活 性 剤 の 粒 状 化 は 、 粒 状 化 バ イ ン ダ ー と し て の こ の 同 じ 活 性 物 質 の 希 釈 溶 液 を 使 用 し て
実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 例 え ば 、 Velasco et al., in Drug Development and Industrial Pharmacy, 21 (10), 
1235-1243, 1995に は 直 接 錠 剤 化 ベ ク タ ー と し て 使 用 可 能 な マ ル ト デ キ ス ト リ ン 粉 末 の フ
ロ ー 特 性 が 開 示 さ れ て い る 。  
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ れ ら に よ れ ば 、 出 発 粉 末 の フ ロ ー パ ラ メ ー タ は 、 実 際 の と こ ろ そ の 製 剤 化 の た め に 非
常 に 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 マ ル ト デ キ ス ト リ ン の 中 に は 、 十 分 な フ ロ ー 特 性 を 有 す る 限 り に お い て は 、 例 え ば 薬 理
的 重 要 性 を も つ 活 性 成 分 等 の 他 の 化 合 物 を 粒 状 化 す る た め に 有 利 に 使 用 可 能 な も の が あ る
。
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【 ０ ０ ３ ９ 】
　 Velascoら は 、 Grain Processing Corp社 よ り 入 手 可 能 な 四 つ の マ ル ト デ キ ス ト リ ン 粉 末
の か さ 密 度 、 圧 縮 率 、 動 的 安 息 角 、 及 び 特 に フ ロ ー 性 能 パ ラ メ ー タ を 測 定 し た 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 Velascoら は 、 と り わ け 、 懸 案 の マ ル ト デ キ ス ト リ ン 粉 末 の 「 摩 擦 指 数 」 パ ラ メ ー タ に
よ っ て 、 こ れ ら の マ ル ト デ キ ス ト リ ン が 完 全 に 異 な る フ ロ ー 性 能 を 有 す る こ と を 示 し た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 マ ル ト デ キ ス ト リ ン の 中 に は 、 完 全 に 十 分 で あ る も の が あ る 一 方 で 、 例 え ば Maltrin(登
録 商 標 )M150等 の 別 の も の で は 、 フ ロ ー 性 能 を 測 定 す る た め の 装 置 の 開 口 部 を 通 過 し さ え
し な い も の が あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 然 る に 、 前 記 マ ル ト デ キ ス ト リ ン の 振 る 舞 い の こ の 甚 大 な 不 均 一 性 は 、 粒 状 化 に お け る
こ れ ら の 無 条 件 の 使 用 を 促 進 す る も の で は な く 、 し た が っ て 、 粒 状 化 バ イ ン ダ ー と し て の
こ れ ら の 選 択 を 単 に 部 分 的 に 促 進 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 別 の 活 性 物 質 、 例 え ば 糖 、 ポ リ オ ー ル 、 強 力 甘 味 料 、 ま た は 酵 素 は 、 粒 状 化 の た め の 特
定 の 性 能 を 全 く 有 し な い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 例 え ば 、 キ シ リ ト ー ル ま た は マ ン ニ ト ー ル の 結 晶 は 、 直 接 粒 状 化 の た め の 性 能 を 全 く 示
さ ず 、 ア ス パ ル テ ー ム な ど の 強 力 甘 味 料 も ま た 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 し た が っ て 、 こ れ ら の 特 定 の 活 性 物 質 に と っ て は 、 粒 子 と し て の こ れ ら の 製 剤 化 の た め
に は 外 的 粒 状 化 バ イ ン ダ ー が 必 須 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 米 国 特 許 ５ ５ ８ ３ ３ ５ １ に は 、 ア ス パ ル テ ー ム を 主 成 分 と す る 密 な 製 品 を 、 前 記 出 発 甘
味 料 の 欠 点 、 す な わ ち そ の 水 へ の 溶 解 性 が 乏 し い こ と 、 塵 を 生 成 し が ち な こ と 、 ま た は そ
の 強 力 な 吸 湿 性 を 有 し な い 粉 末 形 態 で 調 製 す る 方 法 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ れ に は ア ス パ ル テ ー ム を そ の ま ま 粒 状 化 す る 工 程 は 含 ま れ て い な い が 、 マ ル ト デ キ ス
ト リ ン 、 デ キ ス ト リ ン 、 ア ラ ビ ア ゴ ム 、 ポ リ オ ー ル 、 ポ リ デ キ ス ト ロ ー ス 、 ま た は 可 溶 性
デ ン プ ン か ら な る バ イ ン ダ ー を 用 い て 、 ア ス パ ル テ ー ム を 、 遠 心 分 離 、 押 し 出 し 、 球 状 化
、 ま た は 噴 霧 技 術 に よ り 粒 状 化 す る 工 程 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 し か し な が ら 、 こ の 粒 状 化 バ イ ン ダ ー を 最 大 で 40％ 導 入 す る こ と が 必 要 で あ る 。 マ ル ト
デ キ ス ト リ ン が 粒 状 化 バ イ ン ダ ー と し て 選 択 さ れ る 場 合 に は 、 混 合 物 は 、 こ れ を 15乃 至 20
重 量 ％ 含 ま ね ば な ら な い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ れ ら の 粒 状 化 バ イ ン ダ ー の 別 の 欠 点 は 、 こ れ ら が 、 前 記 活 性 物 質 を 栄 養 的 付 加 価 値 を
も た せ て 粒 状 化 す る も の で は な い こ と で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 し た が っ て 、 こ れ ら の 活 性 物 質 の 粒 子 を 、 食 物 繊 維 の 導 入 に よ っ て 製 造 す る こ と が 推 奨
さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 し た が っ て 、 い く つ か の 可 溶 性 デ ン プ ン 誘 導 体 の 食 物 繊 維 効 果 が 開 発 さ れ て い る 。 こ れ
ら の 繊 維 効 果 は 、 前 記 デ ン プ ン 誘 導 体 に 食 物 繊 維 の も の と 同 様 の 特 性 を 付 与 す る 、 加 水 分
解 反 応 と ト ラ ン ス グ ル コ シ ル 化 反 応 と の 組 み 合 わ せ の 結 果 で あ る （ Englyst and Cummings
, American Journal of Clinical Nutrition, 1997, 45, pp. 423-431） 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 然 る に 、 親 出 願 Ｊ Ｐ ２ ０ ０ ０ － ３ ７ １ ６ ９ に は 、 低 エ ネ ル ギ ー 値 を 有 し 、 あ ま り 粘 性 で
は な く 、 且 つ 生 理 学 的 機 能 を 有 す る 強 力 甘 味 料 調 製 物 （ ア ス パ ル テ ー ム 、 サ ッ カ リ ン 、 ス
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ク ラ ロ ー ス 、 ネ オ テ イ ム 、 及 び こ れ ら の 誘 導 体 ） が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ れ ら の 新 規 な ロ ー カ ロ リ ー ア ス パ ル テ ー ム 調 製 物 は 、 難 消 化 性 デ キ ス ト リ ン に よ っ て
も た ら さ れ る 少 な く と も 30重 量 ％ 、 更 に は 少 な く と も 50重 量 ％ の 食 物 繊 維 を 有 す る ア ス パ
ル テ ー ム 含 有 粒 子 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 特 許 Ｊ Ｐ ２ ０ ０ ０ － ３ ７ １ ６ ９ に 開 示 さ れ る 粒 状 化 操 作 は 、 難 消 化 性 デ キ ス ト リ ン と 強
力 甘 味 料 と の 混 合 水 溶 液 を 噴 霧 す る 工 程 か 、 ま た は 難 消 化 性 デ キ ス ト リ ン の 中 心 核 を 製 造
し 、 そ の 表 面 に 前 記 強 力 甘 味 料 を 噴 霧 す る 工 程 か ら な る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 し か し な が ら 、 こ れ ら 2つ の 操 作 に お い て は 、 難 消 化 性 デ キ ス ト リ ン は 高 濃 度 で 導 入 さ
れ ね ば な ら な い 。 前 記 難 消 化 性 デ キ ス ト リ ン を 、 事 実 上 該 混 合 物 全 般 に 達 す る 割 合 で 導 入
す る こ と さ え も が 推 奨 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ れ ら の 強 力 甘 味 料 は 、 こ れ ら の 甘 味 力 が ス ク ロ ー ス の そ れ よ り も 130乃 至 8000倍 優 れ
て い る こ と か ら 、 低 用 量 で 有 効 な 活 性 物 質 で あ る と 、 実 際 に 認 識 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 し た が っ て 、 こ れ ら の 難 消 化 性 デ キ ス ト リ ン は 、 粒 状 化 バ イ ン ダ ー と し て で は な く 、 活
性 物 質 の た め の 担 体 と し て 使 用 さ れ る 。 然 る に 、 こ れ ら は 非 常 に 少 量 で 有 効 で あ る 活 性 物
質 の 粒 状 化 の み を 企 図 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 親 出 願 Ｕ Ｓ ２ ０ ０ ２ ／ ０ １ ４ ６ ． ４ ８ ７ に は 、 大 豆 た ん ぱ く 質 を 、 難 消 化 性 炭 水 化 物 の
層 で 被 覆 し 、 次 い で レ シ チ ン を 用 い て 粒 状 化 す る こ と が 開 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 し か し な が ら 、 こ の 方 法 の 目 的 は 、 容 易 に 分 散 可 能 な 大 豆 タ ン パ ク 質 粒 子 の 製 造 で あ る
。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 実 際 の と こ ろ 、 大 豆 タ ン パ ク 質 は も と よ り こ の 上 な い 粒 状 化 性 能 を 有 す る （ 凝 固 し た 大
豆 タ ン パ ク 質 で あ る 豆 腐 を 参 照 の こ と ） 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 被 覆 方 法 は 、 炭 水 化 物 の タ ン パ ク 質 凝 集 物 へ の 浸 入 を 回 避 す る よ う な 方 法 で 行 わ れ る 。
レ シ チ ン が 、 タ ン パ ク 質 分 散 性 を 促 進 す る た め に 従 来 か ら 使 用 さ れ る そ の 界 面 活 性 剤 特 性
に よ っ て 選 択 さ れ る 。
　 こ れ ら 2つ の 成 分 の い ず れ も が 、 前 記 特 許 出 願 に お い て は 粒 状 化 バ イ ン ダ ー と し て 使 用
さ れ て は お ら ず 、 こ れ は 全 く 不 利 で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 出 願 Ｅ Ｐ １ ０ ０ ６ １ ２ ８
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 前 述 に 鑑 み て 、 粒 子 バ イ ン ダ ー を 使 用 す る 単 純 な 粒 子 化 方 法 で あ っ て 、 必 ず し も 前 記 粒
子 バ イ ン ダ ー を 大 量 に 使 用 す る こ と な く 、 機 械 的 安 定 性 （ フ ロ ー 性 能 、 脆 性 、 迅 速 な 水 へ
の 溶 解 、 圧 縮 率 ） に 関 し て 活 性 物 質 の 粒 子 の 調 製 の 技 術 的 制 約 へ の 解 決 策 を 提 供 し 、 ま た
生 成 す る 粒 子 に 更 な る 栄 養 特 性 （ 例 え ば 食 物 繊 維 効 果 ） を 付 与 す る 方 法 は 存 在 し な い よ う
で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 名 誉 な こ と に 、 出 願 人 は 、 調 和 さ せ る こ と が 困 難 な こ れ ら の 目 的 を 、 食 物 繊 維 を 含 む 活
性 物 質 の 粒 子 の 単 純 な 調 製 方 法 を 想 像 し 、 綿 密 に 進 展 さ せ 、 ま た か な り の 研 究 を 行 っ て 、
調 和 さ せ る こ と に 成 功 し た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
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　 本 発 明 に よ る 食 物 繊 維 を 含 む 活 性 物 質 の 粒 子 の 調 製 方 法 は 、 前 記 活 性 物 質 と 、 １ ５ 乃 至
３ ５ ％ の １ － ６ グ ル コ シ ド 結 合 、 ２ ０ ％ 未 満 の 還 元 糖 含 量 、 ５ 未 満 の 多 分 子 粒 子 指 数 、 及
び 4500g/mol以 下 の 数 平 均 分 子 量 Mnを 有 す る 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン と の 混 合 物 を 粒 状
化 す る こ と を 含 み 、 前 記 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン 含 量 が 、 粒 状 化 し よ う と す る 混 合 物 の
３ 乃 至 １ ３ 重 量 ％ で あ る 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ れ ら の 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン は 、 元 々 難 消 化 性 で あ り 、 こ の た め 小 腸 中 で の 消 化
吸 収 作 用 が 回 避 さ れ る こ と に よ っ て そ の カ ロ リ ー 値 が 低 く な っ て い る 。 こ れ ら は 難 消 化 性
食 物 繊 維 の 源 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 例 示 す れ ば 、 こ れ ら の 難 消 化 性 繊 維 含 量 は 一 般 的 に 固 形 物 質 ベ ー ス で 50％ よ り 高 い が 、
こ の 値 は Ａ Ｏ Ａ Ｃ 方 法 985-29（ 1986） に よ っ て 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 さ ら に ま た 、 低 い 重 合 度 を 持 つ 分 子 、 前 記 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン の 含 量 が 低 い こ と
も ま た 、 そ の カ ロ リ ー が 低 い こ と の 理 由 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 １ － ６ グ ル コ シ ド 結 合 が 高 含 量 で あ る こ と に よ り 、 口 腔 中 に 残 さ れ る 微 生 物 に よ る 同 化
作 用 が 低 減 さ れ る こ と に よ り 、 う 蝕 可 能 性 が 軽 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 こ の よ う に １ － ６ 結 合 の レ ベ ル が 高 い こ と は 、 完 全 に 特 定 の プ レ バ イ オ テ ィ ッ ク 特 性 を
与 え る ： ヒ ト 及 び 動 物 の 盲 腸 及 び 結 腸 の 細 菌 、 例 え ば 乳 脂 産 生 性 の 乳 酸 ま た は プ ロ ピ オ ン
酸 細 菌 が 高 度 に 分 枝 状 の 化 合 物 を 代 謝 す る こ と が 、 実 際 に 明 ら か に な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 さ ら に ま た 、 こ れ ら の 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン は 、 望 ま し か ら ぬ 細 菌 の 損 失 に 至 る ま
で 、 有 用 な ビ フ ィ ズ ス 菌 の 発 達 を 促 進 す る 。 こ れ は 、 ヒ ト の 健 康 に 完 全 に 有 用 な 特 性 を も
た ら す 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 出 願 人 は 、 活 性 物 質 と の 混 合 物 に 前 記 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン を 導 入 す る こ と に よ り
、 い ず れ も 優 れ た 機 械 的 特 性 と 物 理 的 特 性 と を 有 し 、 且 つ 、 従 来 の 粒 子 化 バ イ ン ダ ー で は
望 み 得 な か っ た 応 用 に お け る 難 消 化 性 繊 維 の 供 給 で あ る 、 前 記 活 性 物 質 の 粒 子 を 調 製 す る
こ と が 可 能 に な る 旨 を 発 見 し た 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 特 許 出 願 Ｅ Ｐ １ ０ ０ ６ １ ２ ８ に 開 示 さ れ た 全 て の 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン が 、 本 発 明
に よ る 活 性 物 質 の 粒 子 の 調 製 に 適 当 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 好 ま し い 変 形 に よ れ ば 、 前 記 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン は 、 ２ 乃 至 ５ ％ の 還 元 糖 含 量 及
び 2000乃 至 3000g/molの 数 平 均 分 子 量 を 有 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 別 の 有 利 な 変 形 に よ れ ば 、 こ れ ら の 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン の 全 て ま た は 一 部 が 水 添
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 本 発 明 に よ る 食 物 繊 維 を 含 む 活 性 物 質 の 粒 子 の 調 製 方 法 を 実 施 す る た め に は 、 粒 子 化 し
よ う と す る 混 合 物 に 、 3乃 至 13％ の 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン を 導 入 す る こ と が 選 択 さ れ
る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 こ う し て 、 出 願 人 は 、 粒 状 化 バ イ ン ダ ー に つ い て 通 常 の 割 合 で の こ れ ら マ ル ト デ キ ス ト
リ ン の 使 用 を 選 択 す る こ と に よ り 、 技 術 的 に 不 利 な 第 一 の 技 術 的 問 題 を 解 消 し た 。 と い う
の も 、 現 行 の 技 術 に お い て は 、 食 物 繊 維 を 含 む 粒 子 と は 、 粒 子 化 し よ う と す る 活 性 物 質 の
損 傷 に 至 る 大 き な 割 合 で 前 記 繊 維 を 含 む 粒 子 を 意 味 す る と い う こ と が 確 立 し て い る た め で
あ る 。
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【 ０ ０ ７ ７ 】
　 し た が っ て 、 出 願 人 は 、 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン の 粒 子 結 合 性 能 が 、 最 終 混 合 物 の 3
乃 至 13重 量 ％ の 含 量 に つ い て 、 好 ま し く は 5重 量 ％ の 含 量 に つ い て 観 察 さ れ る こ と を 明 ら
か に し た 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 さ ら に ま た 、 粉 末 粒 状 化 の 技 術 分 野 に お け る 専 門 家 に は 既 知 で あ る よ う に 、 粒 状 化 バ イ
ン ダ ー が 、 溶 液 中 に お け る 分 散 の た め の 優 れ た 性 能 及 び 使 用 す る 原 材 料 の 技 術 的 制 約 に 適
し た 粘 度 を 有 す る こ と が 必 須 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 こ う し て 、 出 願 人 は 、 粒 状 化 バ イ ン ダ ー と し て の 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン の 使 用 に 関
す る 、 別 の 技 術 的 問 題 を 解 消 し た 。 と い う の も 、 以 降 に 例 示 す る 通 り 、 市 販 品 と し て 入 手
可 能 な 可 溶 性 繊 維 の 粘 度 の 相 対 的 分 類 は 、 使 用 さ れ る 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン が そ の カ
テ ゴ リ ー の も っ と も 粘 性 な 溶 液 に 入 る こ と を 示 し て い る た め で あ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 驚 く べ き こ と に 且 つ 予 期 せ ぬ こ と に 、 ど の よ う な 粒 状 化 方 法 を 選 択 し よ う と も 、 こ の 粘
度 が 活 性 物 質 の 製 剤 を 損 な う こ と は 全 く な い こ と が 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 本 発 明 に よ る 好 ま し い 第 一 の 実 施 態 様 に お い て は 、 粒 状 化 し よ う と す る 活 性 物 質 は 、 デ
ン プ ン 及 び デ ン プ ン 誘 導 体 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 第 一 の 変 形 に お い て は 、 デ ン プ ン 誘 導 体 は 、 デ キ ス ト リ ン 、 難 消 化 性 デ キ ス ト リ ン 、 マ
ル ト デ キ ス ト リ ン 、 及 び 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 出 願 人 は 、 実 際 、 驚 く べ き こ と に 且 つ 予 期 せ ぬ こ と に 、 粒 状 化 バ イ ン ダ ー と し て 使 用 さ
れ る 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン が 、 従 来 そ れ 自 体 が 粒 状 化 バ イ ン ダ ー と し て 選 択 さ れ る フ
ィ ラ ー か ら な る 粒 子 の 合 着 を 有 利 に 強 化 す る こ と を 確 認 し た 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 こ れ ら 特 定 の フ ィ ラ ー が 粒 状 化 バ イ ン ダ ー と し て 作 用 す る 、 こ の 非 常 に 優 れ た 性 能 の 詳
説 と し て 、 出 願 人 は 、 以 降 に 例 示 す る 通 り 、 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン そ れ 自 体 の 粉 末 の
レ オ ロ ジ ー 動 作 を 安 定 化 す る こ と に 成 功 し た 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 第 二 の 変 形 に お い て は 、 前 記 デ ン プ ン 誘 導 体 は 、 水 添 デ ン プ ン 加 水 分 解 生 成 物 ま た は 水
添 デ ン プ ン 加 水 分 解 生 成 物 転 化 製 品 、 と り わ け ポ リ オ ー ル 、 さ ら に は ソ ル ビ ト ー ル 、 マ ン
ニ ト ー ル 、 キ シ リ ト ー ル 、 及 び マ ル チ ト ー ル か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る ポ リ オ ー ル で あ る
。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 ポ リ オ ー ル の た め の 粒 状 化 バ イ ン ダ ー と し て 作 用 す る 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン の 性 能
の 例 示 と し て 、 以 降 に 例 示 さ れ る と お り 、 特 に 粒 状 化 が 困 難 な 2つ の ポ リ オ ー ル 、 す な わ
ち キ シ リ ト ー ル 及 び マ ン ニ ト ー ル を 選 択 す る こ と に よ っ て 、 試 行 が 行 わ れ た 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 の 第 二 の 好 ま し い 実 施 態 様 に お い て は 、 粒 状 化 し よ う と す る 活 性 物 質
は 、 糖 、 強 力 甘 味 料 、 酵 素 、 ビ タ ミ ン 、 及 び 薬 理 活 性 成 分 か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 出 願 人 は 、 好 ま し く は 湿 式 粒 状 化 技 術 を 使 用 し て 、 活 性 物 質 を 粒 状 化 す る こ と を 選 択 し
た 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 本 発 明 に よ る 粒 状 化 の 、 第 一 の 好 ま し い 方 法 は 、 し た が っ て 、
・ 粉 末 活 性 物 質 と 同 じ く 粉 末 状 に し た 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン と の 混 合 物 を 、 前 記 分 枝
状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン 含 量 が 、 前 記 混 合 物 の 全 固 体 含 量 に 対 す る 乾 燥 重 量 に し て ３ 乃 至 １
３ ％ 、 好 ま し く は 約 ５ ％ と な る よ う に 調 製 す る 工 程 、
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・ こ う し て 調 製 し た 混 合 物 に 対 し て ５ 乃 至 ２ ０ 重 量 ％ の 割 合 で 、 好 ま し く は １ ０ 重 量 ％ の
割 合 で 水 を 導 入 し 、 湿 っ た 粉 末 の 均 一 な 混 合 物 を 得 る 工 程 、
・ こ う し て 得 た 湿 っ た 粉 末 の 均 一 な 混 合 物 を 、 サ イ ジ ン グ ス ク リ ー ン を 備 え た ミ キ サ ー －
グ ラ ニ ュ レ ー タ 中 で 機 械 的 に 撹 拌 す る 工 程 、
・ 粒 子 が 前 記 ス ク リ ー ン か ら 排 出 さ れ た と こ ろ で こ れ ら を 回 収 し 、 且 つ 乾 燥 さ せ る 工 程 、
を 含 む 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 こ の 粒 状 化 の 第 一 の 方 法 の 第 一 の 工 程 は 、 粒 状 化 し よ う と す る 活 性 物 質 を 、 乾 燥 重 量 に
し て ３ 乃 至 １ ３ ％ 、 好 ま し く は 約 ５ ％ の オ ー ダ ー の 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン と 混 合 す る
こ と で あ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 こ の 操 作 は 、 当 業 者 に 知 ら れ た あ ら ゆ る 方 法 で 実 行 さ れ る 。 Kenwoodタ イ プ の 回 転 ミ キ
サ ー 中 で 混 合 物 の 2つ の 成 分 を 混 合 す る こ と を 選 択 し て 良 い 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 第 二 の 工 程 は 、 湿 っ た 粉 末 の 均 一 な 混 合 物 を 調 製 す る こ と で あ る 。 こ の 操 作 は 、 水 を 、
該 混 合 物 の 重 量 に し て 5な い し 20％ の 割 合 で 、 好 ま し く は 10％ の 割 合 で 導 入 す る こ と に よ
り 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 第 三 の 工 程 は 、 サ イ ジ ン グ ス ク リ ー ン を 備 え た ミ キ サ ー － グ ラ ニ ュ レ ー タ 中 で 湿 っ た 粉
末 の こ の 均 一 な 混 合 物 を 粒 状 化 す る こ と に よ る 。 Erweka FGSタ イ プ の 湿 式 グ ラ ニ ュ レ ー タ
中 で こ の 工 程 を 実 行 す る こ と を 選 択 し て 良 い 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 こ の 方 法 の 最 後 の 工 程 に お い て 、 得 ら れ た 粒 子 は 、 乾 燥 さ せ 、 次 い で 前 記 サ イ ジ ン グ ス
ク リ ー ン で 篩 い 分 け す る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 本 発 明 に よ る 第 二 の 好 ま し い 方 法 は 、
・ 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン の 溶 液 を 、 １ ０ 乃 至 ５ ０ ％ の 固 体 含 量 で 、 好 ま し く は 約 ２ ５
％ の 固 体 含 量 で 調 製 す る 工 程 、
・ 得 ら れ る 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン の 溶 液 を 、 ド ラ イ ヤ ー － グ ラ ニ ュ レ ー タ － 中 で 活 性
物 質 の 粉 末 に ス プ レ ー す る 工 程 （ 前 記 マ ル ト デ キ ス ト リ ン 含 量 は 前 記 混 合 物 の 全 固 体 含 量
に 対 す る 乾 燥 重 量 に し て ３ 乃 至 １ ３ ％ 、 好 ま し く は 約 ５ ％ で あ る ） 、
・ 得 ら れ る 粒 子 を 回 収 し 、 且 つ 乾 燥 さ せ る 工 程 、
を 含 む 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 こ の 粒 状 化 の 第 ニ の 方 法 の 第 一 の 工 程 は 、 ま ず 、 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン の 溶 液 を 、
１ ０ 乃 至 ５ ０ ％ の 固 体 含 量 で 、 好 ま し く は 約 ２ ５ ％ の 固 体 含 量 で 調 製 す る 工 程 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 同 等 の 標 準 的 な マ ル ト デ キ ス ト リ ン よ り も 高 い 、 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン の 元 々 の 迅
速 な 溶 解 特 性 は 、 こ う し た 固 体 含 量 で の そ の 溶 解 を 促 進 す る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 第 ニ 工 程 は 、 活 性 物 質 の 粉 末 に 、 得 ら れ た 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン の 溶 液 を ス プ レ ー
す る こ と で あ る が 、 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン 含 量 は 前 記 混 合 物 の 全 固 体 含 量 に 対 す る 乾
燥 重 量 に し て ３ 乃 至 １ ３ ％ 、 好 ま し く は 約 ５ ％ で あ る 。 こ の 操 作 は 、 Aeromatic社 製 の 、
注 入 ノ ズ ル を 取 り 付 け 、 Strea-1タ イ プ の 流 動 空 気 床 を 有 す る ド ラ イ ヤ ー － グ ラ ニ ュ レ ー
タ 中 で 有 利 に 実 行 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 得 ら れ る マ ル ト デ キ ス ト リ ン 溶 液 の 相 対 的 な 動 的 粘 度 に 関 わ ら ず 、 出 願 人 は 、
・  こ の 粒 状 化 バ イ ン ダ ー の 溶 液 の ポ ン プ 押 し 出 し に つ い て 、
・  グ ラ ニ ュ レ ー タ － ミ キ サ ー に 流 入 す る 活 性 物 質 の 粒 子 の 塊 に 、 該 液 体 を 注 入 す る た め
の ノ ズ ル 出 口 で の ス プ レ ー に つ い て 、
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・  製 造 し た 混 合 物 の 均 一 性 に つ い て 、
・  放 出 さ れ た 粒 状 化 バ イ ン ダ ー の 液 滴 の 分 布 に お け る 不 均 一 性 に つ い て 、
な ど の い か な る 不 利 な 問 題 も 見 出 さ な か っ た 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 最 後 に 、 こ の 方 法 の 第 三 の 工 程 は 、 当 業 者 に 既 知 の あ ら ゆ る 手 段 に よ っ て 、 生 成 す る 粒
子 を 回 収 し 、 乾 燥 さ せ る こ と で あ る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 １ ５ 乃 至 ３ ５ ％ の １ － ６ グ ル コ シ ド 結 合 、 ２ ０ ％ 未 満 の 還 元 糖 含 量 、 ５ 未 満 の 多 分 子 粒
子 指 数 、 及 び 4500g/mol以 下 の 数 平 均 分 子 量 Mnを 有 す る 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン の 、 様
々 な 活 性 物 質 を 容 易 に 粒 状 化 す る こ の 性 能 の た め 、 活 性 物 質 の 粒 子 の 調 製 の た め の 粒 状 化
バ イ ン ダ ー と し て そ れ ら を 使 用 す る こ と に 、 ご く 自 然 に 至 る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 本 発 明 の 別 の 特 徴 及 び 利 点 は 、 本 発 明 を 限 定 す る こ と な く 詳 説 す る も の で あ る 、 こ れ 以
降 に 記 載 さ れ る 実 施 例 を 読 む こ と に よ り 、 明 確 に な る で あ ろ う 。
【 実 施 例 】
【 ０ １ ０ ３ 】
（ 実 施 例 １ ）
　 粒 状 化 バ イ ン ダ ー と し て 、 栄 養 成 分 を 有 す る 活 性 物 質 の 粒 子 を 提 供 す る こ と の で き る 市
販 の 可 溶 性 繊 維 の 溶 液 の 相 対 的 粘 度 を 、 以 下 の 方 法 で 決 定 し た 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 こ れ ら 様 々 な 製 品 の 粘 度 を 、 円 錐 － 平 面 タ イ プ の 幾 何 学 的 配 列 を 備 え た 、 Aresひ ず み 制
御 回 転 レ オ メ ー タ （ Rheometric Scientific） を 利 用 し て 測 定 し た 。 剪 断 勾 配 を 前 記 製 品
に 適 用 し 、 剪 断 に 要 す る 制 約 （ 回 転 偶 力 ） を 測 定 す る 。 粘 度 測 定 値 （ Eta） は 、 Pa． sで 、
制 約 と 剪 断 勾 配 と の 間 の 比 で 表 さ れ る 。 測 定 す る シ ス テ ム は 、 温 度 自 動 調 節 さ れ 、 該 温 度
は +/-0.1℃ に 維 持 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 そ れ ぞ れ 市 販 の 繊 維 を 25％ の 固 体 含 量 で 含 む 溶 液 を 調 製 し 、 前 記 溶 液 の 粘 度 を 20℃ の 温
度 に て 測 定 す る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 表 Ｉ に は 、 市 販 の ポ リ デ キ ス ト ロ ー ス 、 難 消 化 性 デ キ ス ト リ ン 、 フ ル ク ト -オ リ ゴ 糖 、
及 び ガ ラ ク ト -オ リ ゴ 糖 に 関 し て 、 本 発 明 に よ る 粒 状 化 バ イ ン ダ ー と し て 選 択 さ れ る 分 枝
状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン の 相 対 粘 度 が 示 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 粘 性 率 を 、 本 発 明 に 使 用 さ れ る ２ 乃 至 ５ の 還 元 糖 含 量 及 び ２ ０ ０ ０ 乃 至 ３ ０ ０ ０ g/mol
の 数 平 均 分 子 量 Ｍ ｎ を 有 す る 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン に つ い て 、 １ に 設 定 し た 。
【 ０ １ ０ ８ 】
表 Ｉ ： 市 販 の 可 溶 性 繊 維 の 粘 度 の 相 対 的 分 類
【 表 １ 】
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【 ０ １ ０ ９ 】
　 こ こ で 使 用 さ れ た 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン は 、 そ の カ テ ゴ リ ー の 中 で 最 高 の 粘 性 率 を
有 し て お り 、 そ の 意 味 す る と こ ろ が 、 こ れ ら が 自 然 に 粒 状 化 バ イ ン ダ ー と し て の 使 用 を 企
図 さ れ る も の で は な い と い う こ と は 明 白 で あ る 。
【 ０ １ １ ０ 】
（ 実 施 例 ２ ）
　 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン の 、 粒 状 化 バ イ ン ダ ー と し て 作 用 す る 性 能 を 詳 説 す る た め に
、 実 施 例 １ に 開 示 さ れ る 前 記 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン を そ れ だ け で 粒 状 化 す る 。
【 ０ １ １ １ 】
粒 状 化 バ イ ン ダ ー と し て 作 用 す る 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン の こ の 性 能 は 、 こ れ ら の 物 理
的 及 び 機 械 的 特 性 を 改 善 す る 、 あ る い は 、 と り わ け 塵 生 成 に つ い て は 、 当 初 の 分 枝 状 マ ル
ト デ キ ス ト リ ン 粉 末 の 欠 陥 を 消 し 去 り さ え す る は ず で あ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 ２ ５ ％ の 固 体 含 量 を 有 す る 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン の 溶 液 （ ２ ５ ｇ の 分 枝 状 マ ル ト デ
キ ス ト リ ン 及 び ７ ５ ｇ の 水 ） を 調 製 す る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 ７ ７ μ mの 平 均 粒 径 を 有 す る 、 ４ ７ ５ gの 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン 粉 末 を 、 注 入 ノ ズ ル
を 取 り 付 け た 、 Aeromatic Strea-1流 動 空 気 床 ド ラ イ ヤ ー － グ ラ ニ ュ レ ー タ の ボ ウ ル に 仕
込 む 。
【 ０ １ １ ４ 】
ボ ウ ル の 底 部 で 振 動 さ せ る 空 気 に よ っ て 、 前 記 粉 末 を ６ ０ ℃ の 温 度 に て 浮 遊 さ せ る 。 そ し
て 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン の 溶 液 を 、 1barの 圧 力 及 び 4ml/分 の 流 速 に て ス プ レ ー す る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 経 過 時 間 ２ ５ 乃 至 ３ ０ 分 の 後 に 回 収 し た 粒 子 を 、 回 収 し 、 グ ラ ニ ュ レ ー タ 中 、 ６ ０ ℃ に
て ３ ０ 分 間 乾 燥 さ せ る 。 該 粒 子 を １ ２ ５ ０ μ mの メ ッ シ ュ サ イ ズ を 有 す る ス ク リ ー ン で ふ
る い 分 け す る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 粒 径 、 フ ロ ー 性 能 、 気 泡 密 度 、 及 び 生 成 す る 粒 子 の 圧 縮 率 を 、 そ の 後 測 定 す る 。 該 粒 子
の 凝 集 力 を 決 定 す る た め に 、 塵 試 験 も 行 う 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 前 記 粒 子 の サ イ ズ を 、 Coulter（ 登 録 商 標 ） LSレ ー ザ 粒 子 サ イ ザ ー で 測 定 し 、 得 ら れ た
粒 子 （ μ m） の サ イ ズ を 計 数 的 平 均 で 表 す 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 粒 子 の フ ロ ー を 、 European Pharmaceutical technical method 2.9.16 of European Ph
armacopeia, 3 r d  editionに 従 い 、 「 漏 斗 」 試 験 を 利 用 し て 測 定 す る が 、 こ れ は 、 こ の 方
法 に 正 確 に 規 定 さ れ る 寸 法 の 漏 斗 に 入 れ た １ ０ ０ ｇ の 粒 子 の 流 速 を 測 定 す る こ と を 含 む 。
【 ０ １ １ ９ 】
気 泡 密 度 は 、 そ れ と し て は 、 メ ス シ リ ン ダ ー 試 験 を 用 い て 測 定 す る が 、 こ れ に は 2ml毎 に
目 盛 り を 付 け た 250mlシ リ ン ダ ー を 使 用 す る 。 ０ ． ５ ％ の 正 確 さ で 量 り わ け た １ ０ ０ ｇ の
粒 子 を 、 乾 燥 し た シ リ ン ダ ー に こ れ を た た く こ と な く 導 入 す る 。 た た い て い な い 見 か け 容
積 Voを 、 1ml以 下 ま で 推 定 し て 読 み と る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 こ こ で 測 定 し た 気 泡 密 度 は 、 シ リ ン ダ ー を 用 い て 測 定 し た 体 積 （ Vo） に 対 す る 粒 子 の 重
量 （ こ こ で は １ ０ ０ ｇ ） の 比 に 相 当 す る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 圧 縮 率 測 定 は 、 ニ ュ ー ト ン で 表 さ れ る 力 を 測 定 す る こ と を 含 み 、 前 記 力 は 、 Schleunige
r 2E ジ ュ ロ メ ー タ ー で 測 定 さ れ る 、 錠 剤 の 破 壊 耐 性 に 相 当 す る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 こ れ ら の 錠 剤 は 、 直 径 13mmの 凹 ん だ パ ン チ を 備 え た Frogerais/Sviac 交 互 圧 縮 機 （ alte
rnating press） に て 、 本 発 明 に よ る 粒 子 ９ ９ ． ５ ％ と ス テ ア リ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム ０ ． ５
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％ と の 混 合 物 か ら 製 造 さ れ 、 凸 面 （ 曲 率 半 径 13mm） を 有 す る 円 筒 形 の 形 状 で あ り 、 １ ３ mm
の 直 径 、 ６ mmの 厚 さ 、 及 び ０ ． ７ ７ １ ｇ の 直 径 、 す な わ ち 、 ０ ． ５ ７ １ cm 3 の 体 積 及 び １
． ３ ５ g/cm 3 の 嵩 密 度 を 有 す る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 最 後 に 、 塵 試 験 は 、 空 気 の 調 整 さ れ た 気 流 中 に 微 細 な 粒 子 を 放 出 す る 、 粒 子 の 性 能 を 測
定 す る こ と を 含 む 。 こ の 測 定 の た め に は 、 II型 配 置 に 配 さ れ た Heubach-Dustmeter装 置 を
使 用 す る 。 １ ０ ０ ｇ の 粒 子 を 前 記 装 置 に 導 入 し 、 流 速 ８ l/分 で ５ 分 間 に 亘 り 、 ２ ０ ℃ の 温
度 に て 気 流 に さ ら す
【 ０ １ ２ ４ 】
　 こ の 気 流 に よ っ て 浮 遊 す る 微 細 な 粒 子 を 濾 紙 上 に 回 収 し 、 そ の 後 こ れ を 計 量 す る 。 塵 試
験 は 、 濾 紙 の 表 面 に 蓄 積 し た 微 細 な 粒 子 の 重 量 を 決 定 す る こ と を 含 む 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 下 記 の 表 Ｉ Ｉ に 、 本 発 明 に よ る 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン の 粒 子 （ 粒 子 Ａ ） に つ い て 得
ら れ た 結 果 を 、 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン の 最 初 の 粉 末 と 比 較 し て 示 す 。 コ ン ト ロ ー ル と
仮 定 さ れ る の は 、 粒 状 化 バ イ ン ダ ー と し て 、 出 願 人 に よ り Lycatab（ 登 録 商 標 ） DSHの 商 品
名 で 湿 式 粒 状 化 賦 形 剤 と し て 市 販 さ れ る 特 定 の マ ル ト デ キ ス ト リ ン を 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス
ト リ ン の 代 わ り に 用 い 、 ま た 粒 子 Ａ を 得 る こ と と 全 く 同 様 の 方 法 で 処 理 を 実 行 す る こ と に
よ り 得 ら れ る 、 粒 子 （ 粒 子 Ｂ ） に つ い て 行 う 分 析 の 結 果 で あ る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 表 II： 得 ら れ た 粒 子 の 分 析 結 果
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ２ ７ 】
　 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン 自 体 の 粒 状 化 に よ り 、 当 初 の 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン 粉 末
の 取 り 扱 い に よ っ て 生 成 す る 塵 を 著 し く 低 減 す る こ と が 可 能 で あ り 、 こ れ と 同 時 に 、 そ の
フ ロ ー 性 能 、 密 度 、 及 び 圧 縮 率 が 、 Lycatab（ 登 録 商 標 ） DSHの に つ い て 得 ら れ る 値 と 同 等
で あ る こ と か ら 、 有 効 な 粒 状 化 バ イ ン ダ ー に つ い て 期 待 で き る 通 り で あ る 粒 子 を 得 る こ と
が 可 能 に な る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
（ 実 施 例 ３ ）
　 出 願 人 に よ り Xylisorb（ 登 録 商 標 ） 300の 商 品 名 で 市 販 の キ シ リ ト ー ル 結 晶 （ 平 均 粒 径
が １ ７ ５ ． ８ μ m） を 、 実 施 例 ２ に 記 載 さ れ る も の と 同 様 の 条 件 下 で 、 実 施 例 １ の 分 枝 状
マ ル ト デ キ ス ト リ ン と 共 に 粒 状 化 す る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 下 記 の 表 IIIは 、 粒 状 化 バ イ ン ダ ー と し て 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン を 用 い て 調 製 し た
キ シ リ ト ー ル 粒 子 （ 粒 子 Ｃ ） に つ い て 実 行 し た 分 析 の 結 果 を 、 出 発 キ シ リ ト ー ル 粉 末 と 比
較 し て 示 す 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 コ ン ト ロ ー ル と し て 示 さ れ る の は 、 湿 式 粒 状 化 バ イ ン ダ ー と し て 、 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス
ト リ ン の 代 わ り に Lycatab（ 登 録 商 標 ） DSHを 用 い て 得 ら れ る 粒 子 （ 粒 子 Ｄ ） に 実 行 さ れ る
分 析 の 結 果 で あ る 。
【 ０ １ ３ １ 】
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表 III： 得 ら れ る 粒 子 の 分 析 結 果
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ３ ２ 】
分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン を 粒 状 化 バ イ ン ダ ー と し て 使 用 す る 、 キ シ リ ト ー ル の 粒 状 化 は
、 Lycatab（ 登 録 商 標 ） DSHを 用 い て 行 わ れ る 粒 状 化 と 全 く 同 様 に 、 キ シ リ ト ー ル に 、 本 来
全 く 備 え て い な い フ ロ ー 特 性 を 与 え る こ と を 可 能 に す る 。 こ の 粒 状 化 は 、 さ ら に 、 キ シ リ
ト ー ル に 十 分 な 圧 縮 性 を 付 与 す る 唯 一 の 方 法 で あ る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
し か し な が ら 、 食 物 繊 維 の 付 加 的 供 給 に 加 え 、 粒 状 化 バ イ ン ダ ー と し て 使 用 さ れ る 分 枝 状
マ ル ト デ キ ス ト リ ン は 、 従 来 の 粒 状 化 バ イ ン ダ ー と し て 使 用 さ れ る Lycatab（ 登 録 商 標 ） D
SHと 比 較 し て 、 キ シ リ ト ー ル 粒 子 の フ ロ ー を 改 善 し 、 塵 の 生 成 を や や よ り 良 好 に 制 限 す る
。
【 ０ １ ３ ４ 】
（ 実 施 例 ４ ）
　 マ ン ニ ト ー ル 結 晶 を 、 実 施 例 １ の 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン と 共 に 粒 状 化 す る 。
　 出 願 人 に よ り Mannitol P60の 商 品 名 で 市 販 の マ ン ニ ト ー ル 結 晶 （ 平 均 粒 径 が ６ ０ μ m）
を 、 Kenwood型 の 回 転 ミ キ サ 中 で ５ ０ ｇ の 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン 粉 末 と 最 低 速 度 で ５
分 間 に 亘 り 混 合 す る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 こ う し て 得 ら れ る 混 合 物 １ ０ ０ 部 毎 に 水 １ ０ 部 の 割 合 で 水 を 加 え 、 撹 拌 を １ ０ 分 間 継 続
す る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
そ の 後 、 １ ０ ０ ０ μ mス ク リ ー ン を 取 り 付 け た Erweka FGS湿 式 グ ラ ニ ュ レ ー タ を 用 い 、 そ
の 製 造 元 の 仕 様 書 き に し た が っ て 、 粒 状 化 を 行 う 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 そ の 後 、 得 ら れ た 粒 子 を Aeromatic Strea-1 実 験 流 動 空 気 床 ド ラ イ ヤ ー 中 、 ６ ０ ℃ の 温
度 に て ３ ０ 分 間 に 亘 り 乾 燥 さ せ る 。 そ し て 、 粒 子 を 前 記 １ ０ ０ ０ μ mサ イ ジ ン グ ス ク リ ー
ン で ふ る い 分 け す る （ 粒 子 Ｅ ） 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 コ ン ト ロ ー ル と し て は 、 湿 式 粒 状 化 バ イ ン ダ ー と し て Lycatab（ 登 録 商 標 ） DSHを 用 い て
Mannitol P60を 、 同 様 の 操 作 条 件 下 で 粒 状 化 す る （ 粒 子 Ｆ ） 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 粉 末 密 度 、 フ ロ ー 時 間 、 及 び 圧 縮 率 に 関 し て 、 こ れ ら 二 つ の 粒 状 化 バ イ ン ダ ー を 用 い て
、 実 施 例 ２ 及 び ３ と 全 く 同 等 の 条 件 で 実 行 し て 得 ら れ た 粒 子 の 比 較 測 定 の 結 果 を 、 下 記 の
表 Ｉ Ｖ に 示 す 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 Fritsch Analysette 3 実 験 電 磁 気 篩 い 分 け 装 置 を 用 い 、 こ こ で 粒 径 測 定 を 行 い 、 平 均
粒 径 と し て 表 す （ 全 粒 子 の ５ ０ ％ の サ イ ズ ） 。
【 ０ １ ４ １ 】
表 IV： 得 ら れ る 粒 子 の 分 析 結 果
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【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ４ ２ 】
　 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン を 粒 状 化 バ イ ン ダ ー と し て 用 い る 、 マ ン ニ ト ー ル 結 晶 の 粒 状
化 に よ り 、 そ の フ ロ ー 性 能 、 密 度 、 及 び 圧 縮 率 の 値 が 、 Lycatab（ 登 録 商 標 ） DSHに つ い て
得 ら れ る も の と 同 等 で あ る こ と か ら 、 有 効 な 粒 状 化 バ イ ン ダ ー に 対 し て 期 待 で き る も の で
あ る 粒 子 を 得 る こ と が 可 能 に な る 。 食 物 繊 維 と し て の 分 枝 状 マ ル ト デ キ ス ト リ ン の 本 来 的
な 性 質 は 、 然 る に 、 粒 状 化 バ イ ン ダ ー と し て の こ れ ら の 特 性 に 加 え て 、 完 全 に 利 用 す る こ
と が で き る 。
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